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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両室内側の端部に光を透過可能で且つ所定のマークが施された底部を有する有底筒状
に形成されると共に、通電されることで前記底部側へ向けて発光する発光手段が内部に設
けられ、前記発光手段の光が前記底部を透過することで前記マークを表示すると共に、所
定の方向に操作可能で当該操作に応じた信号を出力するスイッチ本体と、
　前記車両に対して独立して設けられた操作手段が前記車両の室外にて操作されることで
出力される無線信号を受信して、前記車両のドアのロックを解除すると共に前記発光手段
に電流を流して前記発光手段を発光させる制御手段と、
　備え、更に、車両の発動機を制御する発動機制御装置に前記スイッチ本体又は前記制御
手段を電気的に接続し、前記発動機の起動を許容する発動機起動許容状態で前記スイッチ
本体を操作することにより、前記発動機制御装置が前記発動機を起動させると共に、前記
車両の室内にて前記操作手段から出力された前記無線信号を前記制御手段が受信すること
で、前記ドアのロックが解除された際に前記発光手段に流される電流よりも大きな電流を
前記発光手段に流して前記ドアのロックが解除された場合よりも前記発光手段を明るく発
光させて、更に前記制御手段が前記車両の状態を前記発動機起動許容状態に変化させるス
タータスイッチ。
【請求項２】
　前記車両の室内側へ向けて開口した筒状に形成されて前記車両室内側の開口端側へ向け
て発光する前記発光手段が内側に設けられた筐体と、
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　前記筐体における前記車両室内側の開口端側を閉止すると共に、前記筐体内側に前記発
光手段により発せられた光が入射されると共に、入射した光を前記筒状部の径方向内方側
へ屈折させる射面が形成され、更に、前記所定のマークと前記斜面から入射されて屈折さ
れた光を前記筐体における前記車両室内側の開口端側へ反射する反射膜とが前記筐体内側
の内底面に施された底部と、
　を含めて前記スイッチ本体を構成した請求項１に記載のスタータスイッチ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、エンジンやモータ等の車両の発動機を起動させ、又は停止させるた
めのスタータスイッチに関する。
【背景技術】
【０００２】
　エンジンやモータ等の車両の発動機を起動させたり、停止させたりするためのスイッチ
としては、所謂「イグニッションスイッチ」が多用されている。イグニッションスイッチ
は、例えば、車両のステアリングホイールの近傍に設けられたキーシリンダを備えている
。キーシリンダには、車両外部から車両のドアをロックするためのキーとしても用いるイ
グニッションキーの挿し込みが可能とされており、キーシリンダにイグニッションキーを
挿し込んで、キーシリンダの軸周りに一定角度以上イグニッションキーを回動させること
で、例えば、セルモータが駆動されて、エンジンが起動する構造になっている。
【０００３】
　一方で、近年ではドアに設けられたキーシリンダにイグニッションキーを挿し込まなく
ても、ドアのロックを解除できる所謂キーレスエントリシステムが採用されており、その
一例が下記特許文献１に開示されている。
【０００４】
　キーレスエントリシステムは、電波の送受信が可能なコントローラが車両に接近すると
、コントローラから送信された固有のＩＤコードを含んだ電波が車両に設けられた送受信
機に受信され、コントローラから発信された電波が、当該車両に対応した電波（すなわち
、当該車両用のコントローラから発信された電波）だと判定された場合には、ドアのロッ
クを解除する。
【０００５】
　このようなキーレスエントリシステムを採用した車両では、コントローラを所持してい
れば、コントローラやイグニッションキーを鞄や衣服のポケットから出さなくてもよく、
円滑にドアの開閉を行なうことができると言うメリットがある。
【０００６】
　このようなキーレスエントリシステムを更に発展させ、コントローラを所持した状態で
車両に乗車すると、コントローラからの電波を受信した車両側の送受信機が車両のエンジ
ンを起動可能な状態にし、エンジン起動可能状態では、車両室内に設けられたスイッチを
押圧操作するだけで、エンジンを起動できるようなシステムも考案されている。
【０００７】
　このようなシステムでは、車両に乗車してエンジンを起動して走行し、更にエンジンを
停止して降車するまでコントローラやイグニッションキーを鞄や衣服のポケットから出さ
なくてもよい。
【特許文献１】特開２００４－１３２０４２公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　このように、イグニッションキーをキーシリンダに挿し込んだり、コントローラを操作
せずに車両の発動機を起動させるためには、上記のように車両の室内、例えば、運転席前
方のインパネに設けられたスタータスイッチを押圧操作することになる。
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【０００９】
　このようなスタータスイッチを含めて車両のインパネに設けられた各種操作用のスイッ
チには、インジケータ等が施されており、スイッチそのものや、スイッチの極近傍が発光
して、スイッチの場所等を乗員にガイドする構造になっている。
【００１０】
　しかしながら、上記のようなシステムで単純にスタータスイッチを発光させる構造にし
た場合には、乗員が乗車した段階でスタータスイッチを発光させたり、又は発動機の起動
許容状態になった段階でスタータスイッチを発光させることが考えられる。
【００１１】
　上記のように、乗員が乗車した際にコントローラから発信された電波を車両側の制御装
置が受信し、当該コントローラを所持した乗員が発動機を起動させてもよいと制御手段が
判定することでスタータスイッチの押圧操作で発動機の起動が可能になる。したがって、
乗員が乗車した段階でスタータスイッチを発光させる構成では、乗員が乗車した段階でス
タータスイッチが発光するため、発動機の起動が可能な状態であるか否かまではわからな
い。
【００１２】
　これに対して、発動機の起動可能状態でスタータスイッチを発光させる構成にした場合
であっても、例えば、スタータスイッチ以外の操作スイッチが、乗員の乗車状態で発光す
る構成であると、スタータスイッチが発光しても、乗員が乗車したからスタータスイッチ
が発光したものと誤認する可能性がある。
【００１３】
　本発明は、車両の状態の変化を容易に判別できるスタータスイッチを得ることが目的で
ある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　請求項１に記載の本発明に係るスタータスイッチは、車両室内側の端部に光を透過可能
で且つ所定のマークが施された底部を有する有底筒状に形成されると共に、通電されるこ
とで前記底部側へ向けて発光する発光手段が内部に設けられ、前記発光手段の光が前記底
部を透過することで前記マークを表示すると共に、所定の方向に操作可能で当該操作に応
じた信号を出力するスイッチ本体と、前記車両に対して独立して設けられた操作手段が前
記車両の室外にて操作されることで出力される無線信号を受信して、前記車両のドアのロ
ックを解除すると共に前記発光手段に電流を流して前記発光手段を発光させる制御手段と
、備え、更に、車両の発動機を制御する発動機制御装置に前記スイッチ本体又は前記制御
手段を電気的に接続し、前記発動機の起動を許容する発動機起動許容状態で前記スイッチ
本体を操作することにより、前記発動機制御装置が前記発動機を起動させると共に、前記
車両の室内にて前記操作手段から出力された前記無線信号を前記制御手段が受信すること
で、前記ドアのロックが解除された際に前記発光手段に流される電流よりも大きな電流を
前記発光手段に流して前記ドアのロックが解除された場合よりも前記発光手段を明るく発
光させて、更に前記制御手段が前記車両の状態を前記発動機起動許容状態に変化させる。
【００１５】
　請求項１に記載の本発明に係るスタータスイッチでは、車両室内側の端部に底部が形成
された有底筒状のスイッチ本体の内部には発光手段が設けられる。この発光手段は、制御
手段によって制御され、制御手段によって発光手段が通電されることにより発光手段が発
光させられる。
【００１９】
　車両室外の乗員等が所持する操作手段から出力される無線信号が制御手段に入力される
と（受信されると）、制御手段により車両のドアのロックが解除される。さらに、このよ
うにドアのロックが解除されると、制御手段によって発光手段が通電されて発光手段が発
光する。
【００２０】
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　これにより、ドアを開放して車両に乗り込んだ乗員は、スイッチ本体の位置を容易に確
認でき、スイッチ本体を容易に操作できる。
【００２２】
　一方、車両に乗り込んだ乗員が所持する操作手段から出力される無線信号が制御手段に
入力されると（受信されると）、制御手段により車両が発動機起動許容状態に変化させら
れる。さらに、このように車両が発動機の起動許容状態に変化すると、ドアのロックが解
除された場合に発光手段に流される電流よりも大きな電流が制御手段によって発光手段に
流される。これにより、ドアのロックが解除された場合よりも発光手段が明るく発光する
。
【００２３】
　これにより、車両に乗り込んだ乗員は、車両の状態が発動機起動許容状態になったこと
を容易に認識できると共に、スイッチ本体の位置を容易に確認でき、スイッチ本体を操作
して容易に車両の発動機を起動できる。
【００２４】
　請求項２に記載の本発明に係るスタータスイッチは、請求項１に記載の本発明において
、前記車両の室内側へ向けて開口した筒状に形成されて前記車両室内側の開口端側へ向け
て発光する前記発光手段が内側に設けられた筐体と、前記筐体における前記車両室内側の
開口端側を閉止すると共に、前記筐体内側に前記発光手段により発せられた光が入射され
ると共に、入射した光を前記筒状部の径方向内方側へ屈折させる射面が形成され、更に、
前記所定のマークと前記斜面から入射されて屈折された光を前記筐体における前記車両室
内側の開口端側へ反射する反射膜とが前記筐体内側の内底面に施された底部と、を含めて
前記スイッチ本体を構成している。
【００２５】
　請求項２に記載の本発明に係るスタータスイッチでは、筐体の内側に設けられた発光手
段が筐体の車両室内側の開口端へ向けて光を発すると、この筐体における車両室内側の開
口端を閉止する底部に設定された射面から底部の内側へ光が入射されると共に、底部の内
側において筒部の径方向内方側へ光が屈折される。この屈折した光は更に底部の内底面（
底部における筐体内側の面）に所定のマークと共に施された反射膜によって筐体における
車両室内側の開口端側へ反射される。これによって、底部全体が光る。
【発明の効果】
【００２６】
　以上説明したように、本発明に係るスタータスイッチは、車両の状態が切り替わると、
発光パターンが変化するため、この発光パターンの変化を視認することで車両の状態の変
化を容易に判別できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　　＜本実施の形態の構成＞
　図３には本発明の一実施の形態に係るスタータスイッチ１０（以下、単に「スイッチ１
０」と称する）の外観が斜視図によって示されており、図２には本スイッチ１０の要部の
構成が断面図によって示されている。
【００２８】
　これらの図に示されるように、本スイッチ１０はスイッチ本体１２を構成する筐体１４
を備えている。筐体１４は略車両前後方向に沿った両端が開口した略筒状に形成されてい
る。図２に示されるように、筐体１４は車両１６のインスツルメントパネル１８の裏面側
に配置されている。図２及び図４に示されるように、インスツルメントパネル１８にはス
イッチ本体１２を設置するための開口部２０が形成されている。
【００２９】
　また、図２に示されるように、開口部２０に対応してインスツルメントパネル１８の裏
面側には筒状の取付部２２が形成されている。取付部２２の内周形状は、筐体１４の一方
の開口端側の外周部に形成されたフランジ部２４の外周形状よりも極僅かに大きく、筐体
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１４は少なくともその一部が取付部２２の内側に収容されている。
【００３０】
　一方、スイッチ本体１２は底部２６を備えている。底部２６は、例えば、透明の合成樹
脂材や硝子により形成されている。底部２６の外周形状は筐体１４の一方の開口端におけ
る筐体１４の内周形状に略等しく、底部２６は筐体１４の一方の開口端にて筐体１４の内
側に嵌め込まれている。
【００３１】
　筐体１４の外表面２８は筐体１４の開口方向外方側へ張り出すように湾曲しており、そ
の曲率半径は筐体１４の開口方向外方側のフランジ部２４の端面の曲率半径に略等しく、
フランジ部２４の外周縁から外表面２８中央側へ向けて一定の曲率で自然に湾曲している
。
【００３２】
　さらに、外表面２８の略中央部は、インスツルメントパネル１８の車両室内側の表面の
延長上に位置しており、底部２６がインスツルメントパネル１８から車両室内側に突出し
ないものの、乗員が外表面２８に触れる際には、インスツルメントパネル１８に干渉され
ることなく、容易に触れることができるようになっている。
【００３３】
　また、筐体１４の内側には基板３０が設けられている。基板３０はその厚さ方向が筐体
１４の開口方向に沿うように筐体１４の内周部近傍に配置されており、その厚さ方向底部
２６側の面には発光手段としてのＬＥＤ３２が取り付けられている。ＬＥＤ３２は、流れ
る電流の大きさを変化させることで光量（輝度又は明るさ）を調節でき、図２の矢印Ｌで
示されるように、電流を印加することで概ね底部２６へ向けて光を発する。
【００３４】
　さらに、上記のＬＥＤ３２に対応して底部２６には斜面３４が形成されている。斜面３
４は底部２６の外周部に形成されており、筐体１４の開口方向に沿った他端側（すなわち
、ＬＥＤ３２の側）に対して筐体１４の内周部側へ傾斜している。このため、ＬＥＤ３２
から発せられた光は、斜面３４から底部２６に入射し、更に、斜面３４にて光が入射する
ことで光は底部２６の中央側へと屈折させられる構造になっている。
【００３５】
　また、筐体１４の内側における底部２６の内底面３６は、上記の斜面３４を除いて筐体
１４の開口方向他端側へ向いた平面とされている。さらに、図２の円Ａの部分を拡大した
一点鎖線の円Ｂに示されるように、斜面３４を除いた内底面３６には、反射膜３８が取り
付けられている。反射膜３８は底部２６の内底面３６よりも外表面２８側からの光を外表
面２８側へ反射できるようになっている。
【００３６】
　さらに、反射膜３８と内底面３６との間には文字や所定のデザインを有するマーキング
４０が施されており、底部２６の外表面２８側からマーキング４０の文字や所定のデザイ
ンを見ることができる。
【００３７】
　以上のような構造の筐体１４の他方の開口端（すなわち、底部２６とは反対側の開口端
）からはコネクタ４２が嵌挿されており、筐体１４は自らの開口方向に沿って一定範囲ス
ライド可能にコネクタ４２に支持されている。
【００３８】
　コネクタ４２は底部２６とは反対側へ向けて開口した有底の接続孔４４が形成されてい
る。接続孔４４の底部には複数本の接続端子４６が接続孔４４の開口側へ向けて立設され
ている。コネクタ４２の接続孔４４はインスツルメントパネル１８の裏面側に設けられる
図示しない車体側コネクタが嵌合し、車体側コネクタにコネクタ４２が嵌合することで車
体側コネクタの接続端子に接続端子４６が電気的に接続される。
【００３９】
　また、コネクタ４２には固定接点４８が設けられており、更に、固定接点４８に対応し
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て筐体１４には可動接点５０が設けられている。上記のように筐体１４はコネクタ４２に
対して自らの開口方向に沿って一定範囲スライド可能であり、筐体１４がインスツルメン
トパネル１８の裏面側（すなわち、コネクタ４２側）へ向けて所定量スライドすると、可
動接点５０が固定接点４８に接触して導通する。
【００４０】
　さらに、図２における図示は省略するが、代わりに図１に示されるように、筐体１４又
はコネクタ４２（すなわち、スイッチ本体１２）には送信回路５２及び受信回路５４が設
けられている。送信回路５２及び受信回路５４はスイッチ本体１２に設けられた制御手段
としての制御部５６に電気的に接続されている。
【００４１】
　送信回路５２は制御部５６からの制御信号に基づいて送信アンテナ５８からドア開放リ
クエスト信号やエンジン起動許可リクエスト信号等の所定の電波（無線信号）を出力する
。また、受信回路５４は、操作手段としてのコントローラ６０に設けられた送信回路６２
から送信アンテナ６４を介して出力されたドア開放ＩＤコード信号やエンジン起動許可Ｉ
Ｄコード信号等の所定の電波（無線信号）を受信アンテナ６６によって受信し、これらの
電波に対応した電気信号を制御部５６に入力する。
【００４２】
　コントローラ６０は、例えば、車両１６の乗員が片手で所持でき、更には、乗員の衣服
のポケット等に収納できる程度の大きさで、コントローラ６０には送信回路６２の他に受
信回路６８及び制御部７０を備えている。
【００４３】
　コントローラ６０の制御部７０は、送信回路６２に対してＩＤ出力制御信号を出力する
。ＩＤ出力制御信号が入力された送信回路６２は、上記のドア開放ＩＤコード信号やエン
ジン起動許可ＩＤコード信号等の所定の電波（無線信号）を送信アンテナ６４から出力す
る。
【００４４】
　また、受信回路６８は送信回路５２から出力されたドア開放リクエスト信号やエンジン
起動許可リクエスト信号等の所定の電波（無線信号）を受信アンテナ７２により受信し、
受信した電波に応じた電気信号を制御部７０に入力する。
【００４５】
　また、コントローラ６０にはトランスポンダ７４が設けられており、このトランスポン
ダ７４に対応してスイッチ本体１２には、制御部５６に電気的に接続された送受信回路７
６が設けられている。
【００４６】
　さらに、制御部５６は電流制御回路７８に電気的に接続されている。電流制御回路７８
は図示しないバッテリーに電気的に接続されていると共に、上記のＬＥＤ３２に電気的に
接続されており、制御部５６から出力された互いに異なる発光制御信号に基づいて、互い
に大きさ（電流値）が異なる電流Ｉ１、Ｉ２の２段階の電流の何れかをＬＥＤ３２に流す
。
【００４７】
　なお、これらの電流Ｉ１、Ｉ２の大きさは、電流Ｉ１よりも電流Ｉ２が大きい。したが
って、ＬＥＤ３２は、電流Ｉ１が流された場合よりも電流Ｉ２が流された場合の方が明る
く光る。
【００４８】
　さらに、制御部５６は車両１６に設けられたエンジン制御装置８０に電気的に接続され
ている。エンジン制御装置８０は車両１６のエンジンやエンジン起動用のセルモータを駆
動させるドライバ等（何れも図示省略）に電気的又は機械的に接続されており、例えば、
セルモータ用のドライバに対して駆動信号を出力すると、セルモータが駆動してエンジン
が起動する。
【００４９】
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　また、制御部５６は車両１６に設けられたドアロック装置８２に電気的に接続されてい
る。ドアロック装置８２は、車両１６のドアパネル８４の外周一部に対応して車両１６に
設けられたラッチを駆動させるためのモータやソレノイド等の駆動部を備えており、制御
部５６から開放信号が出力されると、ドアロック装置８２は駆動部を作動させてドアパネ
ル８４のロックを解除する。
【００５０】
　　＜本実施の形態の作用、効果＞
　次に、本実施の形態に係るスイッチ１０の作用並びに効果について説明する。
【００５１】
　本スイッチ１０では、車両１６から乗員が降車しており、更に、ドアパネル８４がロッ
クされた状態で、制御部５６から送信回路５２に対して制御信号が出力され、送信回路５
２ではドア開放リクエスト信号が生成されて送信アンテナ５８から出力される。
【００５２】
　この状態で、例えば、コントローラ６０を所持している乗員が、車両１６の外部で車両
１６に対して所定の範囲内に接近すると、コントローラ６０の受信アンテナ７２でドア開
放リクエスト信号が受信される。受信アンテナ７２がドア開放リクエスト信号を受信する
と、受信回路６８はドア開放リクエスト信号に対応した電気信号を出力する。
【００５３】
　この電気信号が制御部７０に入力されると、制御部７０は送信回路６２に制御信号を出
力する。この制御信号が入力されると送信回路６２はドア開放ＩＤコード信号を生成して
送信アンテナ６４から出力する。
【００５４】
　送信アンテナ６４から出力されたドア開放ＩＤコード信号は、受信アンテナ６６にて受
信され、更に、受信回路５４からドア開放ＩＤコード信号に対応した電気信号が出力され
る。この電気信号は制御部５６に入力され、予め制御部５６に設定された車両１６固有の
ドア開放ＩＤと、コントローラ６０の制御部７０に予め設定された固有のドア開放ＩＤと
が制御部５６にて照合される。
【００５５】
　コントローラ６０側のドア開放ＩＤと、制御部５６のドア開放ＩＤとが整合していれば
、制御部５６は開放信号をドアロック装置８２に対して出力し、ドアパネル８４のロック
を解除して解錠状態にする。
【００５６】
　また、このように、コントローラ６０側のドア開放ＩＤと、制御部５６のドア開放ＩＤ
とが整合していれば、電流制御回路７８に対して解錠状態に対応した制御信号を出力する
。この制御信号が入力された電流制御回路７８は、電流Ｉ１をＬＥＤ３２に流す。
【００５７】
　これにより、ＬＥＤ３２が発光し、ＬＥＤ３２から発せられた光は底部２６の斜面３４
に入射する。斜面３４に入射した光は屈折する。このように屈折した光は外表面２８や内
底面３６、更には反射膜３８にて反射しつつ底部２６の中央側へ向かう。これにより、底
部２６の全体が光る。
【００５８】
　上記のような解錠状態ではドアパネル８４を回動させて車両１６の乗降口を開放でき、
開放した乗降口から乗員が車両１６の室内に乗り込むことができる。
【００５９】
　なお、仮に、コントローラ６０の送信回路６２から送信アンテナ６４を介して出力され
たドア開放ＩＤコード信号が受信アンテナ６６にて受信されても、予め制御部５６に設定
された車両１６固有のドア開放ＩＤと、コントローラ６０の制御部７０に予め設定された
固有のドア開放ＩＤとが整合しない場合には、制御部５６からドアパネル８４のロックを
解除するための開放信号が出力されない。
【００６０】
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　したがって、例えば、車両１６の車種が同じであっても、車両１６の所有者が異なる場
合等には、仮に、コントローラ６０を所持している人が車両１６に接近しても、ドアパネ
ル８４のロックが維持される。
【００６１】
　ここで、ドアパネル８４のロックが解除され、乗降口を開放して車両１６に乗員が乗り
込んだ状態では、上記のように、スイッチ本体１２の底部２６が光っており、更に、底部
２６が光ることでマーキング４０に施された文字やデザインを容易に視認できる。これに
より、車両１６に乗り込んだ乗員は、エンジンを起動させるためのスイッチ１０の位置を
容易に認識できる。
【００６２】
　次いで、上記のように車両１６に乗員が乗り込むことで、送信アンテナ６４に対して受
信アンテナ６６が一定の範囲内に位置すると、制御部５６から出力された制御信号に基づ
いて送信回路５２で生成されて送信アンテナ５８から出力されるエンジン起動許可リクエ
スト信号が受信アンテナ７２にて受信され、このエンジン起動許可リクエスト信号に対応
した電気信号が受信回路６８から制御部７０に入力される。
【００６３】
　この電気信号が入力された制御部７０は所定の制御信号を出力する。この制御信号が入
力された送信回路６２は、エンジン起動許可ＩＤコード信号を生成して送信アンテナ６４
から出力する。
【００６４】
　エンジン起動許可ＩＤコード信号を受信アンテナ６６で受信した受信回路５４は、エン
ジン起動許可ＩＤコード信号に対応した電気信号を出力する。この電気信号が入力された
制御部５６では、予め制御部５６に設定された車両１６固有のエンジン起動許可ＩＤと、
コントローラ６０の制御部７０に予め設定された固有のエンジン起動許可ＩＤとが制御部
５６にて照合される。
【００６５】
　コントローラ６０側のエンジン起動許可ＩＤと、制御部５６のエンジン起動許可ＩＤと
が整合していれば、制御部５６はエンジン起動許容状態になる。このエンジン起動許容状
態で、乗員が底部２６を押圧して筐体１４を移動させ、これにより、可動接点５０が固定
接点４８に接触して導通すると、制御部５６から駆動信号が出力される。
【００６６】
　制御部５６から出力された駆動信号はエンジン制御装置８０のドライバに入力される。
駆動信号が入力されたドライバはエンジン起動用のセルモータを駆動させ、これにより、
エンジンが起動される。
【００６７】
　なお、仮に、コントローラ６０の送信回路６２から送信アンテナ６４を介して出力され
たエンジン起動許可ＩＤコード信号が受信アンテナ６６にて受信されても、予め制御部５
６に設定された車両１６固有のエンジン起動許可ＩＤと、コントローラ６０の制御部７０
に予め設定された固有のエンジン起動許可ＩＤとが整合しない場合には、筐体１４がスラ
イドして可動接点５０が固定接点４８に接触して導通しても、制御部５６から駆動信号が
出力されることはない。
【００６８】
　これにより、上記のように、予め制御部５６に設定された車両１６固有のエンジン起動
許可ＩＤと、コントローラ６０の制御部７０に予め設定された固有のエンジン起動許可Ｉ
Ｄとが整合するコントローラ６０、すなわち、従来のイグニッションキーとしての機能を
有するコントローラ６０を所持していれば、上記のようにエンジンを起動させて車両１６
を発進させることができる。
【００６９】
　これに対して、予め制御部５６に設定された車両１６固有のエンジン起動許可ＩＤと、
コントローラ６０の制御部７０に予め設定された固有のエンジン起動許可ＩＤとが整合し
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ないコントローラ６０、例えば、運転手以外の乗員に所持させる乗車専用のコントローラ
６０を所持していれば、車両１６に乗車することはできるがエンジンを起動させることは
できない。
【００７０】
　これにより、例えば、乗車専用のコントローラ６０を所持することで、運転手が車両１
６から遠ざかっていても乗車専用のコントローラ６０を所持している乗員が車両１６に乗
車することができる。しかも、この乗車専用のコントローラ６０ではエンジンの起動はで
きないため、仮に、乗車専用のコントローラ６０を所持した者が車両１６に乗車した際に
、底部２６を押圧してもエンジンが起動することはない。
【００７１】
　また、上記のように、コントローラ６０側のエンジン起動許可ＩＤと、制御部５６のエ
ンジン起動許可ＩＤとが整合した場合には、電流制御回路７８に対してエンジン起動許容
状態に対応した制御信号を出力する。この制御信号が入力された電流制御回路７８は、電
流Ｉ２をＬＥＤ３２に流す。
【００７２】
　これにより、電流Ｉ１が流されていた状態よりもＬＥＤ３２が更に明るく発光する。Ｌ
ＥＤ３２から発せられた光は底部２６の斜面３４に入射する。これにより、底部２６全体
が斜面３４に入射した光は屈折して上述したように底部２６の中央側へ向かう。これによ
り、電流Ｉ１がＬＥＤ３２に流されていた状態よりも更に明るく底部２６の全体が光る。
【００７３】
　このように、解錠状態よりもエンジン起動許容状態で底部２６が明るく光る。すなわち
、車両１６の状態が解錠状態からエンジン起動許容状態に切り替わり、これに応じて、発
光パターンが解錠状態での発光パターンから変化する。これにより、車両１６の乗員はエ
ンジン起動許容状態になったことを容易に認識できる。
【００７４】
　さらに、仮に、ドア開放時に底部２６が光ったことを車両１６に乗り込んだ乗員が気が
付かなくても、エンジン起動許容状態で解錠状態よりも底部２６が更に明るく光ることで
、乗員はスイッチ本体１２の位置を容易に確認でき、円滑に底部２６の押圧操作、すなわ
ち、エンジンの起動操作をすることができる。
【００７５】
　また、例えば、従来の押圧部の近傍に設けられた発光体等だけが光る構成に比べて、本
実施の形態は、押圧部分である底部２６が光る構成である。このためエンジンを起動させ
る際の押圧位置を更に容易に認識でき、この意味でも円滑にエンジンの起動操作をするこ
とができる。
【００７８】
　なお、上記のように、本実施の形態は、ＬＥＤ３２に電流Ｉ１、Ｉ２の２段階の電流が
解錠状態やエンジン起動許容状態で流れる構成であった。しかしながら、ＬＥＤ３２に流
す電流の電流値が２段階に限定されるものではない。例えば、夜間等で車両１６の室内が
暗いこと（すなわち、一定の明るさ未満であること）をセンサ等で検出した場合や、室内
のランプが点灯されたり、ヘッドランプスイッチが操作された場合等に、施錠状態で電流
Ｉ２よりも大きな電流Ｉ３をＬＥＤ３２に流し、エンジン起動許容状態で電流Ｉ３よりも
大きな電流Ｉ４をＬＥＤ３２に流す等、ＬＥＤ３２に流す電流の電流値を２段階よりも多
くの段階に設定してもよい。
【００７９】
　さらに、本実施の形態では、上記のように解錠状態とエンジン起動許容状態とで発光パ
ターンを変化させるだけの構成であった。しかしながら、例えば、音声ガイドシステムを
制御部５６に接続し、解錠状態からエンジン起動許容状態に変化した際に、発光パターン
を変化させると共に、エンジン起動許容状態に変化したことを音声でガイドする等、発光
パターン以外のガイドシステムを組み合わせてもよい。
【００８０】
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　さらに、本実施の形態は、本発明に係る車両用スイッチをエンジンのスタータスイッチ
１０として用いた構成であったが、本発明がエンジンのスタータスイッチ１０に限定され
るものではなく、他のスイッチとして本発明を適用しても構わない。
【図面の簡単な説明】
【００８１】
【図１】本発明の一実施の形態に係るスタータスイッチの構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の一実施の形態に係るスタータスイッチのスイッチ本体の構造を示す断面
図である。
【図３】本発明の一実施の形態に係るスタータスイッチの外観を示す斜視図である。
【図４】本発明の一実施の形態に係るスタータスイッチを適用した車両の室内を示す斜視
図である。
【符号の説明】
【００８２】
　　１０　　スタータスイッチ（車両用スイッチ）
　　１２　　スイッチ本体
　　１６　　車両
　　３２　　ＬＥＤ（発光手段）
　　５６　　制御部（制御手段）
　　６０　　コントローラ（操作手段）

【図１】 【図２】
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